
 

わ
が
ま
ち 

 
川
合
新
田 

 

の
あ
ゆ
み 

 

 



⒓
わ
が
ま
ち
川
合
新
田
の
あ
ゆ
み
⒔
の
発
刊
に
あ
た
り 

 
長
生
会
が
先
輩
方
の
ご
努
力
に
よ
り
既
に
五
十
年
を
経
過
す
る
今
日
⒍
⒓
わ
が
ま
ち

川
合
新
田
の
あ
ゆ
み
⒔
発
行
の
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
⒎ 

い
ま
住
居
表
示
な
ど
各
地
に
於
い
て
村
名
が
消
え
て
い
く
現
状
を
思
う
に
⒍
誇
り

あ
る
郷
土
に
住
ん
で
い
な
が
ら
地
名
の
由
来
や
⒍
こ
の
地
の
道
路
や
河
川
ま
た
長
い

歴
史
の
中
で
の
物
事
の
変
遷
な
ど
⒍
関
心
の
無
い
ま
ま
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
⒓
降

る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
⒔
の
俳
句
に
も
あ
る
よ
う
に
⒍
今
や
昭
和
も
遠
く

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
⒎ 

 

こ
の
度
⒍
長
生
会
に
お
い
て
満
五
十
周
年
を
記
念
し
て
⒍
こ
こ
に
誇
り
あ
る
郷
土

の
歴
史
を
冊
子
と
し
て
纏
め
て
戴
き
ま
し
た
⒎ 

作
成
編
集
に
あ
た
り
資
料
の
収
集
や
裏
づ
け
調
査
な
ど
ご
努
力
頂
い
た
北
村
芳
朗

様
⒍
竹
内
清
様
⒍
北
村
晏
男
様
の
ご
苦
労
に
感
謝
す
る
と
共
に
⒍
古
文
書
や
多
く
の

文
献
を
寄
せ
て
戴
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
⒎ 

本
誌
を
ご
家
庭
の
本
棚
の
隅
に
置
き
⒍子
孫
に
詠
み
引
き
継
が
れ
て
い
け
ば
幸
い
で
す
⒎ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月 

 
長
生
会
長 

 
 

吉
田 

正 

 



  
わ
が
ま
ち
川
合
新
田
の
あ
ゆ
み 

発
刊
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
⒎ 

昔
遊
ん
だ
神
社
⒍
長
野
飛
行
場
⒍
道
路
端
の
広
場
等
は
大
人
に
な
⒡
て
も
心
に
焼
き

つ
き
⒍
懐
か
し
い
思
い
出
と
と
も
に
ふ
る
里
へ
の
愛
着
を
感
じ
⒍
ふ
る
里
を
大
事
に

し
て
き
ま
し
た
⒎ 

し
か
し
区
民
の
皆
様
か
ら
何
か
聞
か
れ
て
も
川
合
新
田
に
は
今
ま
で
書
き
物
と
し

て
残
さ
れ
た
も
の
は
残
念
な
が
ら
何
も
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
⒎ 

 

今
回
⒓
わ
が
ま
ち
川
合
新
田
の
あ
ゆ
み
⒔
の
発
刊
に
よ
り
近
頃
の
社
会
経
済
の
発

展
と
共
に
⒍
多
く
の
人
に
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
が
⒍
此
れ
を
機
に
川
合
新
田
の

多
く
の
区
民
の
皆
様
方
に
読
ん
で
頂
き
⒍
地
域
に
対
し
関
心
を
も
ち
⒍
安
全
⒍
安
心
⒍

そ
し
て
よ
り
明
る
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
⒎ 

ま
た
⒍
発
刊
に
あ
た
り
長
生
会
を
中
心
と
し
た
編
集
委
員
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
⒎ 
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 一 

川
合
新
田
村
の
は
じ
ま
り 

 
日
本
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る
犀
川
と
⒍
野
辺
山
高
原
か
ら
流
れ
だ
す
千
曲
川

が
こ
の
地
で
合
流
す
る
こ
と
か
ら
⒍⒓
河
合
村
⒔
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
⒡
た
⒎ 

吾
妻
鏡
に
は
文
治
二
年(

一
一
八
六
年)

に
善
光
寺
領
と
し
て
⒍
又
諏
訪
御
符
書
乃

古
書
で
は
文
明
五
年(

一
四
七
三
年)

に
⒓
河
井
⒔
と
も
記
さ
れ
⒍
又
大
室
氏
の
分

派
で
川
合
胤
景
氏
が
住
ん
で
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
⒎ 

慶
長
年
間
Ⓝ
一
五
九
六
年
Ⓨ
一
六
一
四
年
Ⓞ
裾
花
川
が
妻
科
か
ら
東
流
し
て
い

た
の
を
⒍
現
在
の
丹
波
島
橋
の
た
も
と
に
合
流
Ⓝ
別
記
Ⓞ
し
て
か
ら
は
⒍
例
年

に
亘
り
大
水
害
を
蒙
り
其
の
都
度
耕
地
の
流
亡
に
悩
ま
さ
れ
た
⒎ 

元
和
四
年
Ⓝ
一
六
一
八
年
Ⓞ
幕
府
か
ら
松
代
城
酒
井
宮
内
大
輔
忠
勝
に
渡
し
た

文
書
の
中
に
⒓
河
井
新
田
村
⒔
と
あ
る
の
が
初
見
さ
れ
る
⒎ 

以
下
真
島
川
合
村
か
ら
犀
川
の
南
北
に
別
れ
た
内
容
に
つ
い
て
記
す
事
と
し

た
⒎ 

 
 

 
 

 
 

  



 

下
水
内
郡
誌 

抜
粋 

 
更
級
郡
斗
女
郷
に
属
す
る
慶
長
年
間(

一
五
九
六
年
Ⓨ
一
六
一
五
年)

創
始
す
る
処

に
し
て
⒍
当
時
北
村
門
乃
丞
な
る
者
千
曲
川
の
関
崎
河
原
及
び
犀
川
沿
岸
の
荒

蕪
を
開
拓
し
⒍
慶
長
七
年(

一
六
〇
二
年)

に
至
る
ま
で
石
高
一
七
七
石
一
斗
余
の

耕
地
を
起
し
⒍
其
の
う
ち
引
き
つ
れ
来
た
れ
る
一
族
に
授
与
す
る
こ
と
各
級
あ
り
⒎ 

是
に
よ
り
一
部
落
を
創
め
⒍
新
田
川
合
村
と
名
称
し
領
主
の
免
許
を
得
⒍
犀
川

の
上
流
に
遡
り
荒
蕪
を
開
拓
し
承
應
年
間(

一
六
五
二
年
Ⓨ
一
六
五
四
年)

に
至
る

ま
で
石
高
三
八
三
石
一
斗
余
の
耕
地
を
保
有
し
⒍
民
人
は
川
合
村
Ⓝ
真
島
Ⓞ
の

戸
籍
を
有
し
⒍
貢

み
つ
ぐ

祖 そ

も
合
わ
せ
て
上
納
し
て
い
た
⒎ 

そ
の
後
犀
川
⒍
裾
花
川
の
乱
流
に
よ
り
⒍
元
禄(

一
六
八
八
年
Ⓨ)

の
初
め
よ
り

正
徳(

一
七
一
一
年
Ⓨ
一
七
一
五
年)
の
頃
ま
で
大
い
に
耕
地
が
流
亡
し
⒍
民
人
の
居

住
も
或
い
は
南
に
⒍
或
い
は
西
に
と
転
じ
⒍
又
は
離
散
す
る
者
あ
り
⒎
享
保
の

末
年(

一
七
三
五
年)

依
り
寛
延(

一
七
四
八
年
Ⓨ)
の
頃
に
至
り
現
在
の
地
に
居
を
転

じ
川
合
村
と
⒍
犀
川
の
大
川
を
隔
て
て
⒍
か
く
南
北
に
離
れ
る
を
以
⒡
て
寛
延

三
年
丙
寅
の
３
月
協
議
を
し
て
⒍
戸
籍
及
び
貢
祖
の
合
併
を
分
か
ち
⒍
安
永(

一 

 



 

七
七
二
年
Ⓨ)

の
頃
よ
り
流
亡
の
地
を
再
び
開
墾
し
⒍
寛
政(

一
七
八
九
年
Ⓨ)

の
頃

よ
り
堤
防
を
築
い
て
き
た
⒎ 

文
政(
一
八
一
八
年
Ⓨ)

の
初
め
に
至
り
石
高
一
四
九
石
七
斗
余
の
耕
地
を
復
し

開
墾
に
年
を
重
ね
⒍
弘
化(

一
八
四
七
年)

の
末
年
に
至
る
ま
で
に
石
高
二
二
六
石

七
斗
余
の
耕
地
を
回
復
し
現
今
の
戸
数
⒍
人
口
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
⒡
た
⒎ 

 

現
今
の
村
落
は
犀
川
の
北
岸
に
あ
り
⒍
水
内
郡
に
接
続
す
る
を
以
⒡
て
明
治

一
二
年
八
月
上
水
内
郡
に
編
入
さ
れ
た
⒎ 

  

新
田
川
合
村
誌
抜
粋 

 

長
野
市
大
字
川
合
新
田
は
⒍
そ
の
昔
信
濃
国
更
級
郡
新
田
川
合
と
言
い
⒍
市
の

東
南
に
位
置
し
⒍
犀
川
の
北
岸
に
沿
⒡
て
東
西
三
十
八
町
⒍
南
北
九
町
⒍ 

総
面
積
は 

 

田 

三
十
八
町
歩
⒍ 

 

畑 

五
十
五
町
歩
⒍ 

 

宅
地 

十
町
歩 

 

  



 
 

合
計 

百
三
町
歩 

で
あ
⒡
た
⒎ 

慶
長
年
間
Ⓝ
一
五
九
六
年
Ⓨ
一
六
一
四
年
Ⓞ
頃
⒍
北
村
門
之
丞
氏
の
先
祖
を
初
め

犀
川
の
南
岸
⒍
真
島
Ⓟ
青
木
島
⒍
小
島
田
⒍
及
び
牛
島
等
の
各
地
よ
り
⒍
参
集

し
た
六
人
が
協
力
し
て
犀
川
の
南
岸
の
荒
廃
地
を
開
発
す
る
⒎
そ
の
後
北
岸
に

渡
り
新
田
を
開
墾
し
事
業
を
起
こ
し
た
事
は
⒍
古
書
に
よ
り
明
ら
か
に
な
⒡
た
⒎ 

北
村
門
之
丞
氏
の
先
祖
は
⒍
北
越
の
雄
藩 

上
杉
謙
信
公
の
死
後
⒍
景
虎
⒍
景

勝
の
相
続
闘
争
に
あ
い
⒍
つ
い
に
景
虎
は
野
尻
湖
に
て
⒍
宇
佐
神
駿
河
守
の
計

に
よ
り
死
没
に
逢
い
こ
れ
が
武
将(

北
村
佐
渡
守
満
方)

た
る
故
を
も
⒡
て
⒍
領
地

を
捨
て
⒍
民
間
に
下
り
所
々
を
流
浪
し
⒍
川
田
牛
島
に
留
ま
⒡
た
⒎ 

そ
の
後
⒍
更
級
郡
川
合
村
に
落
ち
着
き
農
耕
に
従
事
し
た
⒎ 

 

そ
の
当
時
松
代
藩
主
⒍
花
井
主
水
の
裾
花
川
を
犀
川
に
放
流
す
る
大
事
業
に

際
会
し
た
為
⒍
南
岸
川
合
村
が
連
年
浸
水
の
難
に
あ
い
⒍
遂
に
意
を
決
し
北
岸

に
渉
り
⒍
以
前
移
住
し
て
い
た
者
六
人
と
協
力
し
て
開
墾
事
業
を
開
始
し
⒍
今

日
に
至
⒡
た
も
の
で
あ
る
⒎ 

   



 

そ
の
当
時
北
村
門
之
丞
氏
と
協
力
し
て
開
墾
さ
れ
た
方 

 
１ 

山
崎
清
万
太
氏
祖
先 

 

２ 

北
村
市
左
衛
門
氏
祖
先 

 
３ 
北
村
助
之
進
氏
祖
先 

 

４ 

小
池
庄
右
衛
門
氏
祖
先 

 

５ 
北
村
惣
五
郎
氏
祖
先 

 

６ 

吉
田
国
作
氏
祖
先 

 

の
六
人
に
後
に
⒍
塚
田
氏
及
び
小
山
氏
祖
先
の
二
人
が
加
わ
⒡
た
と
い
わ
れ
る
⒎ 

こ
れ
ら
の
各
氏
は
⒍
そ
の
後
困
苦
に
耐
え
開
墾
に
従
事
し
た
⒎
初
め
は
目
下
河

原
村(

四
戸)

の
古
屋
敷
地
区
に
住
居
を
求
め
る
も
⒍
連
年
の
浸
水
に
困
難
し
⒍

稲
葉
区
境
に
隣
接
せ
る
北
岡
地
籍
に
移
り
⒍
各
自
荒
廃
地
を
開
墾
し
て
住
居
を

構
築
し
現
在
に
至
⒡
て
い
る
⒎ 

寛
延
年
間(

一
七
四
八
年
Ⓨ
一
七
五
○
年)

に
至
り
戸
数
も
増
加(

皆
そ
の
子
弟)

し
開
墾
事
業
も
大
い
に
進
展
し
た
⒎ 

そ
の
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
⒍
石
高
百
四
十
九
石
に
及
ぶ
と
言
う
⒎ 

     



 

二 

川
合
新
田
区
行
政
の
変
遷 

 
地
頭
Ⓝ
又
は
頭
判
Ⓞ
⒍
名
主
Ⓝ
又
は
肝
煎
Ⓞ
⒍
組
頭
⒍
組
立
⒍
長
百
姓
等
の
役
割
が

あ
⒡
た
が
⒍
廃
藩
置
県
当
時
は
⒍
庄
屋
⒍
名
主
⒍
組
頭
等
の
名
称
で
村
役
人
と

し
て
い
た
⒎ 

明
治
四
年
四
月(
一
八
七
一
年)

戸
籍
法
改
正
⒍
同
年
十
月
区
が
定
め
ら
れ
⒍
明

治
五
年
三
月
に
は
区
割
り
が
な
さ
れ
⒍
区
に
戸
長
⒍
副
戸
長
⒍
総
代
を
置
い
て

事
務
が
処
理
さ
れ
て
い
た
⒎ 

こ
れ
に
依
る
と
北
信
６
郡
は
⒍
北
佐
久
の
第
一
区
か
ら
下
水
内
の
七
二
区
に

分
割
さ
れ
て
い
る
⒎
こ
の
時
川
合
新
田
は
更
級
郡
三
七
区
に
所
属
し
て
お
り
⒍

既
に
川
合
新
田
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
⒎ 

明
治
十
二
年
水
内
群
は
上
と
下
に
別
れ
⒍
芹
田
地
区
は
群
境
の
変
更
に
よ
り

更
級
郡
か
ら
上
水
内
郡
と
な
⒡
た
⒎ 

明
治
十
八
年
川
合
新
田
村
戸
長
⒍
役
場
は
廃
止
さ
れ
⒍
明
治
二
十
二
年
栗
田
村
⒍

中
御
所
村
⒍
若
里
村
⒍
川
合
新
田
村
⒍
七
瀬
村
が
合
併
し
芹
田
村
と
な
る
⒎ 

  



 

大
正
十
二
年
⒍
芹
田
村
は
長
野
市
に
合
併
し
川
合
新
田
も
長
野
市
と
な
る
⒎ 

現
在
の
芹
田
地
域
は
大
字
若
里
⒍
大
字
荒
木
⒍
大
字
川
合
新
田
⒍
大
字
稲
葉
⒍

大
字
鶴
賀
Ⓝ
七
瀬
南
部
⒍
七
瀬
⒍
七
瀬
中
町
Ⓞ
の
５
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
⒎ 

             
 

 

 

          戸数の移り変わり 

年  号 戸 数 

宝暦 12 年 46 戸 

天保初年 55 戸 

嘉永年間 70 戸 

明治８年 92 戸 

明治 24 年 94 戸 

昭和 35 年 238 戸 

昭和 45 年 481 戸 

昭和 50 年 688 戸 

昭和 60 年 1002 戸 

平成 2 年 1180 戸 

平成 17 年 1351 戸 

平成 25 年 1504 戸 

 



 

三 

川
合
墾
田
神
社 

 
創
設
は
古
書
に
も
記
録
な
く
不
詳
だ
が
⒍
境
内
の
樹
齢
か
ら
考
察
す
る
に
文
禄

年
間
Ⓝ
一
五
九
二
年
Ⓨ
一
五
九
六
年
Ⓞ
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
お
り
⒍
今
の

社
殿
は
宝
暦
十
年
Ⓝ
一
七
六
三
年
Ⓞ
に
改
築
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
⒎ 

 

地
籍 

北
岡 
一
番
地 

 

１ 

祭
神 

天
照
皇
大
神 

 

２ 

敷
地 

東
西
七
間 

 

南
北
弐
拾
八
間
三
尺 

 

面
積
七
畝
弐
拾
歩 

 

３ 

拝
殿 

桁
行 

三
間
⒍
間
口 

二
間
三
尺
⒍ 

 

４ 

中
央
拝
殿 

二
間
三
尺
に
二
間 

 

５ 

奥
社 

九
尺
に
十
尺 

 
 

 

祭
神
は
天
照
皇
大
神
で
あ
り
⒍
ご
神
体
は
⒓
御
鏡
⒔
材
質
は
唐
金
で
裏
面
に
安

政
元
年
Ⓝ
一
八
五
四
年
Ⓞ
神
明
宮
皇
都
天
王
丸
盛
重
と
あ
る
⒎ 

  



 

往
古
は
神
明
宮
と
称
し
て
い
た
が
廃
称
さ
れ
た
⒎ 

明
治
四
十
三
年
政
令
に
依
り
村
社
に
指
定
さ
れ
る
⒎ 

  

境
内
雑
社
と
し
て
次
の
と
お
り 

 
 

一 
九
頭
龍
社 

 
 

祭
神 
 

九
頭
龍
大
神 

 

村
西
に
あ
⒡
た 

 
 

二 

熊
野
社 

 
 

 

祭
神 

 

伊
邪
那
美
尊 

 
 

村
西
に
あ
⒡
た 

三 

厳
島
社 

 
 

 

祭
神 

 

厳
島
姫
命 

 
 

法
京
道
に
あ
⒡
た 

四 

繁
農
社 

 
 

 

祭
神 

 

滋
野
親
王 

 
 

古
屋
敷
に
あ
⒡
た 

 
 

五 

諏
訪
社 

 
 

 

祭
神 

 

建
御
名
方
命 

 
 

六 

金
比
羅
社 

 
 

祭
神 

 

大
巳
貴
命 

崇
徳
天
皇 

 
 

七 

天
満
宮
社 

 
 

祭
神 

 

菅
原
道
実 

 
 

八 

秋
葉
神
社 

 
 

祭
神 

 

火
産
霊
命 

 
 

九 

稲
荷
大
名
神 

 

祭
神 

 

稲
倉
魂
命 

 
 

 

十 

大
日
如
来 

     



 

常
夜
灯 

一
対 

 
 

文
化
十
年
Ⓝ
一
八
一
三
年
Ⓞ
癸
酉
年
八
月
吉
日 

 
 

惣
産
子
世
話
人 

 

北
村
武
兵
衛
と
あ
る 

手
洗
い
鉢 

 
 

昭
和
一
九
年 

大
東
亜
戦
争
必
勝
祈
願
で
氏
子
が
あ
げ
た
も
の
⒎ 

年
間
催
事 

 
 

元
旦
祭 

 
 

一
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

春
季
大
祭 

 
四
月
二
十
九
日 

御
射
山
祭 

 
八
月
二
十
六
日 

唐
船
防
祭 

 

九
月1

日 

秋
季
大
祭 
 

九
月
二
十
九
日 

 
 

新
穀
感
謝
祭 

一
一
月
二
十
三
日 

      



 

四 

川
合
新
田
墓
地 

 
文
政
三
年
Ⓝ
一
八
二
一
年
Ⓞ
頃
⒍
北
岡
地
区
中
央
部
に
東
西
一
四
間
⒍
南
北
七
間

四
尺
余
で
設
置
さ
れ
て
い
た
が
⒍
安
政
二
年(

一
八
五
五
年)

村
東
沖
に
拡
張
移

転
さ
れ
た
⒎ 

昭
和
十
年
飛
行
場
建
設
に
よ
り
⒍
再
度
字
古
屋
敷
東
二
六
七
八
番
地
Ⓨ
三
番 

に
移
転
す
る
事
と
な
⒡
た
⒎ 

規
模
は
二
○
八
平
方
米 

一
五
二
戸
分
で
あ
⒡
た
⒎
終
戦
後
⒍
区
内
の
戸
数
も
急 

増
し
墓
地
を
求
め
る
声
も
多
く
⒍
北
村
正
市
様
の
配
慮 

と
西
側
の
地
主
さ
ん
の
協
力
を
得
て
⒍
昭
和
五
十
六
年 

⒓
一
五
八
戸
分
⒔
の
墓
地
が
完
成
し
た
⒎ 

古
屋
敷
二
六
七
二
番
地
⒍
七
○
九
平
方
米
Ⓝ
二
三
三
坪
Ⓞ 

 

総
経
費
四
⒍
〇
七
〇
万
円 

地
蔵
３
体
及
び
墓
地
の
由
来
碑
等
が
設
置
さ
れ
⒍ 

踏
み
込
み
歩
道
も
舗
装
さ
れ
た
⒎ 

 

昭
和
六
十
三
年
⒍
法
務
省
令
第
七
号
二
条
の
規
定
で
川
合 

新
田
区
に
登
記
さ
れ
た
⒎ 

 



 

五 

川
合
新
田
稲
荷 

 
そ
の
昔
⒍
河
川
敷
に
住
む
お
稲
荷
さ
ん
を
守
る
狐
達
が
⒍
洪
水
の
あ
る
度
に
火 

を
も
や
し
て
翳

か

ざ

し
て
は
そ
の
危
急
を
村
人
に
告
げ
⒍
又
右
に
左
に
と
走
り
回
り 

水
防
に
出
た
村
人
に
照
明
の
役
を
果
た
し
て
く
れ
た
⒎
そ
の
あ
り
難
い
手
助
け 

に
報
い
る
為
に
祠
を
立
て
お
祀
し
た
の
が
川
合
稲
荷
だ
と
古
老
か
ら
言
い
伝

え
ら
れ
て
き
た
⒎ 

当
初
は
水
防
小
屋
で
あ
り
村
人
の
会
所
で
も
あ
⒡
た
通
称 

河
原
村
と
い
わ
れ
て
い
た
所
に
あ
⒡
た
⒎
そ
の
後
少
し
西 

の
方
へ
お
遷
り
に
な
り
⒍
大
正
三
年
⒍
時
の
在
郷
軍
人
会 

が
御
大
典
記
念
事
業
に
併
せ
旧
堤
防
下
に
桜
の
木
を
植
え 

た
こ
と
で
⒓
お
稲
荷
様
の
桜
土
手
⒔
の
愛
称
で
村
人
に
親 

し
ま
れ
て
い
た
⒎ 

昭
和
十
一
年
⒍
そ
の
地
よ
り
上
流
に
あ
る
区
有
地
の
一
画 

へ
お
遷
り
に
な
⒡
た
⒎ 

昭
和
四
十
二
年
⒍
当
時
の
建
設
省 

の
河
川
法
に
基
づ
き
桜
の
記
念
樹
も
伐
採
さ
れ
た
⒎ 

 
 

 



 

昭
和
四
十
三
年
⒍
総
合
卸
団
地
の
南
端
の
緑
地
帯
に
遷
座
さ
れ
今
日
に
至
⒡
て

い
る
⒎ 

当
時
区
協
議
員
一
同
で
豊
川
稲
荷
社
に
参
拝
し
⒍
お
札
を
受
け
⒍
川
合
稲
荷
に

赤
織
を
奉
納
し
た
⒎
現
在
は
長
野
ア
⒲
ク
ス(

長
野
総
合
卸
商
業
協
同
組
合)

の 

皆
さ
ん
と
共
に
手
厚
く
お
守
り
し
て
い
る
⒎ 

 

年
間
催
事 

 
 

 
 

稲
荷
社
祭 

 

八
月 

         



 

六 

川
合
学
校 

 
寺
小
屋
時
代
に
は
⒍
当
区
北
村
門
之
丞
氏
が
代
々
居
宅
に
て
区
内
の
多
数
の
子

弟
に
学
問
を
教
え
て
お
り
⒍
当
村
開
発
以
来
二
百
年
余
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

る
⒎ 

明
治
六
年
七
月(
一
八
七
三
年)

⒍
川
合
新
田
は
牛
島
・
大
豆
島
・
松
岡
の
各
村
と

協
力
し
て
大
豆
島
区
内
に
組
合
学
校
を
設
立
し
⒍
遷
喬
学
校
と
し
て
発
足
し
た
⒎ 

明
治
八
年
二
月
⒍
当
区
は
遷
喬
学
校
か
ら
離
脱
し
⒍
川
合
神
社
境
内
に
⒓
川
合

学
校
⒔
を
創
立
し
⒍
明
治
十
年
に
は
松
岡
村
も
合
流
し
た
⒎ 

 

当
時
の
建
物 

 
 

総
二
階 

瓦
葺 

建
坪 
二
階
共 

三
拾
坪 

 
 

初
代
校
長 

 

堀
田 

正
恒
氏 

(

松
代
藩
士) 

二
代
目 

 
 
 
 
 

永
田 

豊
実
氏 

 
 

 

教
員 

 
 
 

井
上 

某
氏 

明
治
十
四
年(

一
八
八
二
年)

に
⒍
北
岡
九
四
番
地
に
新
校
舎
を
建
築
し
引
き
続
き

授
業
が
継
続
さ
れ
た
⒎ 

 
 



 
 当

時
の
建
物 

 
 

建
坪
二
階
共 

八
拾
四
坪 

瓦
葺 

校
長 

 
 
 
 
 
 

 
 

永
田 

豊
実
氏 

学
区
区
長 

 
 

小
池
平
左
衛
門
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
長 

 
 

 
 

山
崎
重
右
衛
門
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
治
十
九
年(

一
八
八
六
年)

⒍
芹
田
学
校
に
併
合 

さ
れ
川
合
学
校
は
閉
校
と
な
⒡
た
⒎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
し
⒍
明
治
二
十
二
年(
一
八
八
七
年)

ま
で
⒍
芹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
学
校
分
教
場
と
し
て
継
続
し
た
が
⒍
同
年
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
分
教
場
は
全
て
閉
鎖
さ
れ
た
⒎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
を
も
⒡
て
芹
田
学
校
へ
全
て
の
生
徒
が
移 

動
し
た
⒎ 

    

芹田小学校 校長室 



 

七 

川
合
新
田
公
民
館 

 
戦
前
ま
で
当
区
に
は
公
民
館
と
し
て
の
建
物
は
な
く
⒍
閉
鎖
後
の
川
合
学
校
二

階
の
区
事
務
所
或
い
は
神
社
社
務
所
の
二
階
を
利
用
し
て
小
人
数
の
会
合
を

実
施
し
て
い
た
⒎
終
戦
後
は
戸
数
が
増
加
し
⒍
時
代
の
流
れ
と
共
に
農
青
会
主

催
の
講
演
会
や
当
時
流
行
の
素
人
演
芸
会
な
ど
文
化
活
動
も
盛
ん
に
な
り
⒍
都

度
個
人
の
お
宅
を
お
借
り
し
開
催
し
て
い
た
⒎ 

昭
和
二
十
七
年
に
大
き
な
集
会
場
の
必
要
性
か
ら
⒍
区
民
願
望
の
公
民
館
が
建

設
さ
れ
た
⒎ 

当
時
の
建
物 
 

 
 

 

地
籍 
 

稲
葉
母
袋
沖 
五
四
二―

一 

 
 

 

面
積 

 

五
〇
四
・
三
㎡ 
建
坪
総
二
階 

一
〇
八
坪 

 
 

 

建
設
費 

一
⒍
〇
六
二
万
円 

 

※ 
1

階
に
稚
蚕
飼
育
室
を
設
置 

(

季
節
保
育
園
を
兼
ね
る) 

 
 

 

建
設
委
員
長 

 

吉
田
健
之
助
氏 

  



 

昭
和
二
十
八
年
⒍
公
民
館
の
運
営
に
あ
た
り
区
民
集
会
を
開
催
し
⒍
諸
規
定
の

制
定
と
役
員
選
出
が
行
わ
れ
⒍
長
野
市
公
民
館
の
川
合
新
田
分
館
と
な
る
⒎ 

初
代
公
民
館
長 

吉
田
健
之
助
氏 

 

昭
和
三
十
六
年
春
⒍
不
幸
に
も
二
階
一
部
失
火
の
災
難
に
遭
い
一
部
改
装
す
る
⒎ 

昭
和
五
十
三
年
⒍
建
物
老
朽
化
の
た
め
区
民
総
会
で
建
て
替
え
が
決
議
さ
れ
今

日
に
至
⒡
て
い
る
⒎ 

 
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
⒲
ト
総
二
階 

約
三
三
〇
㎡ 

 
 

建
設
費 

 
 

 
 

 
 

約
四
⒍
一
四
四
万
円 

 
 

長
野
市
特
別
補
助
金 

 
 

三
⒍
○
○
○
万
円 

 
 

寄
付
金 
 

 
 

 
 

 
 

一
⒍
二
四
○
万
円 

 
 

建
設
委
員
長 

 

北
村 

誠
氏 

     



 

八 

川
合
新
田
保
育
園 

 
昭
和
二
十
八
年 

新
設
公
民
館
に
季
節
保
育
園
と
し
て
開
設 

昭
和
四
十
三
年 

神
社
境
内
に
児
童
館
を
建
設
幼
児
型
保
育
園
と
し
て
開
園 

昭
和
四
十
九
年 

児
童
館
増
設 

昭
和
六
十
年 

 
旧
飛
行
場
の
敷
地
に
市
に
よ
り
建
設 

 
 

 
 

 
 

 
川
合
新
田
児
童
館
と
な
る 

 
 所

属
は
長
野
市
福
祉
協
議
会
に
属
し
て
い
た
が
⒍
平
成
二
十
年
末
を
も
⒡
て
児

童
館
は
廃
止
と
な
⒡
た
⒎ 

現
在
は
⒍
川
合
新
田
区
が
主
体
と
な
り
運
営
さ
れ
て
い
る
⒎ 

  

平
成
二
十
五
年
一
月1

日
現
在 

 
 

保
育
士 

 
 

 
 

六
名 

 
 

園
児 

 
 

 
 

 

六
十
余
名 

 



 

九 

汚
水
処
理
・
し
尿
処
理
場 

 
昭
和
二
十
八
年
⒍
長
野
市
内
に
お
い
て
下
水
道
工
事
が
着
工
さ
れ
⒍
昭
和
三
十

二
年
⒍
糞
尿
汲
み
取
り
が
市
営
で
開
始
さ
れ
た
⒎ 

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
⒍
川
合
新
田
汚
水
処
理
場
沈
砂
池
工
事
が
着
工
さ
れ
⒍

翌
年
川
合
新
田
汚
水
処
理
場
内
に
し
尿
処
理
施
設
が
着
工
し
た
⒎ 

そ
の
後
昭
和
四
十
二
年
⒍
区
内
に
も
下
水
道
工
事
が
開
始
さ
れ
⒍
主
要
道
路
に

管
路
が
埋
設
さ
れ
た
⒎ 

昭
和
六
十
年
四
月
十
日
⒍
汚
水
処
理
施
設
も
川
合
ポ
ン
プ
場
か
ら
大
豆
島
の
東

部
浄
化
セ
ン
タ
⒲
へ
と
切
り
替
ら
れ
⒍
川
合
新
田
の
汚
水
処
理
場
は
廃
止
さ
れ
た
⒎ 

尚
⒍
昭
和
四
十
三
年
五
月
⒍
当
地
区
で
は
下
水
道
処
理
施
設
の
他
に
し
尿
処
理 

施
設
が
完
成
し
⒍
し
尿
処
理
が
開
始
さ
れ
た
⒎ 

昭
和
六
十
一
年
二
月
⒍
施
設
が
改
築(
標
準
脱
膣
素
法
＋
高
度
処
理) 

さ
れ
現
在
に

至
⒡
て
い
る
⒎ 

現
在
の
し
尿
処
理
能
力
は
一
日
当
り
一
八
○
Ｋ
Ｌ
と
な
⒡
て
い
る
⒎ 

  



 

十 

用
水 

 
川
合
用
水
の
創
設
は
古
書
に
も
そ
の
記
録
が
無
く
不
明
で
は
あ
る
が
⒍
⒓
川
合

村
誌
⒔
か
ら
引
用
す
れ
ば
⒍
宝
暦
年
間(

一
七
五
一
年
Ⓨ
一
七
六
三
年)

僅
か
な
が
ら

も
水
田
の
耕
作
が
有
⒡
た
よ
う
で
あ
る
⒎ 

 

第
一
用
水
路 

(

上
河
原
堰) 

 
 

若
里
村
南
境
に
て
善
光
寺
平
用
水
路
に
接
続
し
て
東
方
法
京
道
及
び
古

屋
敷
北
⒍
古
屋
敷
東
か
ら
松
岡
境
ま
で
全
長
三
拾
余
町
で
こ
の
間
幾
多
の

支
流
が
あ
る
⒎ 

 
 

第
二
用
水
路 
(

中
の
島
堰
⒍
高
割
堰) 

 
 

市
村
境
よ
り
鐘
紡
東
南
を
右
記
用
水
路
と
堤
防
を
挟
ん
で
北
側
を
並
流

し
⒍
村
前
耕
地
を
灌
漑
し
て
い
る
⒎ 

 

第
三
用
水
路 

(

宮
川
溝) 

 
 

村
農
耕
地
の
中
央
部
⒍
村
前
の
高
割
を
通
過
し
⒍
第
二
用
水
路
を
併
合
し

て
犀
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
⒎ 

 
 

幅 

九
尺
⒍
深
さ 

五
尺
の
大
幹
線
水
路 

 



 

第
四 

苗
間
堰 

第
三
の
用
水
路
よ
り
分
流
し
⒍
村
西
⒍
北
岡
の
住
宅
地
の
南
に
添
⒡
て
村
東
の 

耕
地
を
潤
し
⒍
旧
飛
行
場
の
西
南
を
周
り
⒍
前
記
二
堰
を
合
流
し
て
犀
川
に
流 

れ
る
⒎ 

そ
の
ほ
か
幾
多
の
分
水
路
が
あ
る
⒎ 

旧
来
は
大
河
犀
川
よ
り
取
水
口
を
設
け
⒍
大
堤
防
下
の
暗
渠
を
通
し
て
引
水
し

て
い
た
が
⒍
犀
川
の
水
流
が
低
く
先
駆
者
達
は
田
植
え
時
大
変
な
苦
労
の
連
続

で
あ
⒡
た
⒎ 

昭
和
五
年
十
二
月
善
光
寺
平
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
⒍
川
合
新
田
は
昭
和 

六
年
四
月
こ
れ
に
加
入
し
た
⒎ 

昭
和
三
十
六
年
六
月
こ
の
組
合
は
組
織
変
更
と
な
り
⒍
善
光
寺
平
土
地
改
良
区 

と
な
る
⒎ 

昭
和
三
十
七
年
九
月
に
四
⒱
郷
土
地
改
良
区
が
合
併
し
今
日
に
至
る
⒎ 

    



 

十
一 

長
野
飛
行
場 

 
 

名
称
⒓
愛
国
長
野
飛
行
場
⒔
は
昭
和
十
二
年
に
着
工
し
⒍
昭
和
十
三
年
十
月
十

八
日
に
竣
工
さ
れ
た
⒎ 

そ
の
規
模
は
⒍
川
合
新
田
村
東
地
区 

約
四
万
坪
⒍ 

松
岡
地
区 

約
三
万
坪 

耕
地
面
積 
七
万
二
千
坪
で
あ
⒡
た
⒎ 

外
郊
ク
リ
⒲
ク 

(
幅 

二
ｍ
⒍
深
さ 

一
・
五
ｍ
⒍
延
長 

二
千
三
百
ｍ) 

滑
走
路 

(

コ
ン
ク
リ
⒲
ト
幅
三
十
ｍ
⒍
南
北
延
長
六
百
二
十
五
ｍ) 

 
 

 
 

 

昭
和
十
四
年
六
月
⒍
大
日
本
航
空
会
社
に
よ
り
東
京
⒍
新
潟
⒍
大
阪
間
の
定
期

航
空
路(

ス
⒲
パ
⒲
機
六
人
乗
り)
と
し
て
開
設
さ
れ
た
⒎ 

時
代
の
赴
く
処
⒍
次
第
に
軍
部
の
飛
行
訓
練
や
⒍
民
間
の
グ
ラ
イ
ダ
⒲
訓
練
等

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
⒍
昭
和
十
四
年
七
月
⒍
長
野
市
は
逓
信
省
に
献
納

し
政
府
直
轄
の
飛
行
場
と
な
⒡
た
⒎ 

昭
和
十
八
年
頃
よ
り
⒍
南
方
戦
域
か
ら
次
々
と
撤
退
し
敗
戦
の
色
が
濃
く
な
り
⒍ 

軍
部
は
本
土
決
戦
の
為
⒍
松
代
象
山
山
⒍
舞
鶴
山
に
天
皇
の
御
座
所
や
大
本
営 

を
移
す
べ
く
密
か
に
大
工
事
が
始
ま
⒡
た
⒎ 
  



 

こ
れ
に
伴
い
当
飛
行
場
も
整
備
拡
張
す
る
事
と
な
り
⒍
滑
走
路
南
端
か
ら
⒍
若

里
⒍
千
田
⒍
日
詰
⒍
松
岡
へ
と
滑
走
路
な
み
の
誘
導
路
が
造
ら
れ
⒍
所
々
に
掩

体
壕
な
る
も
の
が
築
か
れ
た
⒎ 

又
大
型
機
の
発
着
が
出
来
る
よ
う
⒍
日
詰
地
区
に
向
け
⒍
滑
走
路
を
延
長
す
べ 

く
大
工
事
も
始
ま
⒡
た
⒎
軍
の
作
業
隊
二
百
名
⒍
朝
鮮
半
島
か
ら
の
徴
用
工
三 

百
名
⒍
地
方
勤
労
隊
百
名
外
に
よ
り
木
製
リ
ヤ
カ
⒲
を
押
し
て
の
突
貫
工
事
で 

あ
⒡
た
が
⒍
工
事
の
途
中
で
完
成
を
見
ず
敗
戦
を
迎
え
て 

し
ま
⒡
た
⒎ 

終
戦
後
⒍
外
地
か
ら
の
引
揚
者
に
開
拓
用
の
土
地
が
割 

り
当
て
ら
れ
⒍
又
松
岡
⒍
川
合
新
田
の
地
元
農
家
に
も
滑 

走
路
外
を
農
耕
地
と
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
⒎ 

昭
和
二
十
三
年
頃
よ
り
市
営
住
宅
⒍
一
般
住
宅
⒍
犀
陵
中 

学
校
或
い
は
各
種
企
業
の
建
築
が
行
わ
れ
⒍
現
在
で
は
農 

耕
地
は
南
の
隅
一
部
と
廻
り
の
ク
リ
⒲
ク
だ
け
と
な
⒡
た
⒎ 

昔
の
面
影
も
無
く
⒍
東
の
一
部
に
小
さ
な
記
念
碑
だ
け
が 

ひ
⒡
そ
り
と
建
て
ら
れ
て
い
る
⒎ 

   



                    



 

十
二 

空
襲 

 
昭
和
十
七
年
四
月 

長
野
市
に
初
め
て
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
て
以
後
⒍
連
日

Ｂ
２
９
が
長
野
市
上
空
を
通
過
し
た
⒎ 

昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
午
前
七
時
頃
⒍
聴
き
な
れ
な
い
金
属
音
と
共
に
小
型

戦
闘
機
十
機
が
来
襲
し
⒍
バ
リ
バ
リ
と
言
う
音
と
共
に
機
銃
掃
射
⒍
ロ
ケ
⒫
ト

弾
の
攻
撃
が
始
ま
⒡
た
⒎ 

続
い
て
九
時
頃
八
機
⒍
正
午
に
は
十
機
⒍
午
後
一
時
半
八
機
⒍
午
後
三
時
六
機
⒍

と
計
５
波
に
渡
り
攻
撃
が
な
さ
れ
た
⒎ 

当
時
飛
行
場
に
は
約
二
十
名
の
防
衛
隊
が
お
り
⒍
滑
走
路
南
端
の
堤
防
に
対
空

砲
火
機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
⒍
陣
地
不
備
の
為
使
用
出
来
ず
⒍
兵
士
達
は
無

念
の
思
い
で
唯
空
を
見
上
げ
る
の
み
で
あ
⒡
た
⒎ 

当
地
で
は
⒍
こ
の
空
爆
に
よ
る
防
空
壕
へ
の
直
撃
弾
で
⒍
一
家
九
名
全
員
死
亡

と
い
う
悲
惨
な
被
害
が
あ
⒡
た
⒎
又
⒍
類
焼
家
屋
八
棟
⒍
格
納
庫
及
び
不
時
着

整
備
中
の
双
発
機
一
機
全
壊
⒍
十
数
⒱
所
の
掩
体
壕
に
配
置
さ
れ
て
い
た
練
習

機 
(

通
称
赤
ト
ン
ボ) 

約
二
十
機
が
爆
破
炎
上
し
た
⒎ 

又
⒍
長
野
駅
機
関
区
工
機
部
工
場
も
同
時
に
空
襲
に
逢
い
⒍
死
者
四
十
七
名
と 

  



発
表
さ
れ
て
い
る
⒎ 

尚
こ
の
空
襲
は
⒍
鹿
島
灘
沖
に
停
泊
し
て
い
た
空
母(

ハ
ン
モ
⒫
ク
及
び
ベ
ニ

ン
ト
ン)

か
ら
飛
び
立
⒡
た
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６
Ｆ
と
Ｆ
４
Ｕ
戦
闘
機
に
よ
る
攻
撃

で
あ
⒡
た
と
言
わ
れ
て
い
る
⒎ 

 
 

             

 



 

十
三 

 

水
害 

 
昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
三
日
朝
⒍
前
日
来
の
降
雨
に
引
き
続
き
⒍
裾
花
川
上

流
⒍
鬼
無
里
⒍
戸
隠
等
二
村
に
近
来
に
な
い
豪
雨
あ
り
⒎
中
御
所
北
及
び
荒
木

区
上
流
の
裾
花
川
が
増
水
⒍
堤
防
２
箇
所
が
決
壊
し
濁
流
が
近
く
の
民
家
十
数

戸
を
押
し
流
し
た
⒎ 

濁
流
は
荒
木
区
の
国
道
を
東
に
横
断
し
⒍
鐘
紡
工
場
北
側
の
塀
に
沿
⒡
て
大
河

の
如
く
上
千
田
沖
南
方
か
ら
川
合
新
田
区
の
住
宅
地
を
襲
い
⒍
村
中
浸
水
を
蒙

り
そ
の
深
さ
四
尺
余
と
言
わ
れ
て
い
る
⒎ 

濁
流
は
母
袋
沖
南
方
か
ら
川
合
新
田
全
域
を
通
過
し
⒍
松
岡
よ
り
大
豆
島
本
村

へ
大
河
の
如
く
流
れ
去
⒡
た
⒎
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
冠
水
し
⒍
区
内
の
被
害

も
甚
大
な
も
の
が
あ
⒡
た
⒎
こ
の
為
床
上
浸
水
の
戸
数
多
数
あ
り
⒍
床
下
浸
水

は
区
内
全
般
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
⒎ 

信
濃
毎
日
新
聞
の
被
害
発
表
に
よ
る
と
⒍
市
内
全
域
で
死
者
二
名
⒍
流
出
家
屋

五
十
六
戸
⒍
浸
水
家
屋
二
千
戸
⒍
被
害
者
一
万
一
千
余 

 
 

 

 



 

十
四 

 

道
路
・
堤
防 

 
当
区
は
元
来
犀
川
の
荒
地
を
開
墾
し
住
居
を
構
築
し
て
き
た
⒎
水
の
被
害
か
ら

身
を
守
る
為
⒍
開
墾
済
み
の
と
こ
ろ
か
ら
逐
次
小
堤
防(

掻
き
揚
げ
土
手)

を
築

い
て
き
た
事
か
ら
⒍
南
北
の
道
路
は
少
な
い
⒎ 

現
在
の
市
道
は
こ
の
小
堤
防
で
あ
り
⒍
村
前
・
古
屋
敷
の
道
路
等
は
昭
和
の
末

頃
迄
は
東
の
南
北
の
道
ま
で
は
通
じ
て
い
な
か
⒡
た
⒎ 

主
な
新
設
道
路
⒍
及
び
拡
張
工
事
次
の
通
り 

 

一 

明
治
二
十
八
年
八
月
犀
川
大
増
水
の
為
上
河
原
地
籍
の
堤
防
大
修
理 

 
 

二 

明
治
四
十
三
年
法
京
道
南
堤
防
大
護
岸
工
事 

 

三 

大
正
十
二
年
法
京
道
よ
り
古
屋
敷
東
ま
で
内
務
省
直
轄
工
事
と
し
て

現
在
の
大
堤
防
完
成 

 

四 

大
正
十
四
年
母
袋
県
道(

旧
田
川
の
湯)

よ
り
南
⒍
吉
田
五
雄
氏
方
東
ま
で

全
長
一
三
〇
余
間
・
幅
員
二
間
・
道
路
完
成 

 

五 

大
正
十
四
年
吉
田
春
吉
氏
方
か
ら
東
⒍
北
村
五
百
冶
氏
方
迄
六
尺
道
路
改
修 

  



 

六 

大
正
十
四
年
中
央
道
路(

中
道)

拡
張
工
事 

 
 

 

母
袋
五
差
路
よ
り
旧
川
合
学
校
ま
で
二
百
余
間
⒍
幅
員
二
間
二
尺
の
直 

線
道
路 

七 
昭
和
四
年
中
央
道
路
前
記
よ
り
南
へ
大
堤
防
ま
で
二
百
数
十
間
⒍
二
間

二
尺
の
道
路
完
成 

 

八 

昭
和
五
年
西 

北
村
真
一
郎
氏
方
よ
り
東
⒍
北
村
繁
冶
氏
方
ま
で
二
百

余
間
⒍
幅
員
二
間
の
道
路
市
の
補
助
金
に
よ
り
改
修(

現
在
の
公
民
館
前) 

 

九 

昭
和
二
十
五
年
西
⒍
北
村
勝
位
氏
方
北
よ
り
東
⒍
山
崎
幸
平
氏
方
南
ま

で
百
数
拾
間
⒍
幅
員
九
尺
⒍
水
害
復
旧
工
事
と
し
て
改
修
す
る 

 

十 

昭
和
二
十
五
年
中
部
山
崎
友
太
郎
氏
宅
前
よ
り
東
⒍
北
村
繁
司
氏
宅
東

を
迂
回
し
中
河
原
方
面
ま
で
二
百
余
間
⒍
幅
員
二
間
に
て
改
修 

十
一 

昭
和
二
十
六
年
中
河
原
耕
地
内
東
西
延
長
二
百
余
間
⒍
幅
員
二
間
の
道

路
新
設 

十
二 

昭
和
四
十
二
年
古
屋
敷
道
路
山
崎
捷
英
氏
宅
北
よ
り
北
村
芳
朗
氏
畑

迄
四
米
に
て
拡
張
し
⒍
北
村
初
夫
氏
方
田
よ
り
北
村
惣
冶
氏
畑
迄
四
米 

  



 

で
新
設 

十
三 

昭
和
五
十
年
西
部
の
デ
ボ
ス
ポ
⒲
ツ
店
裏
よ
り
中
之
島(

畑
地
帯)

中
道

通
過
北
村
芳
朗
氏
田
ま
で
六
米
道
路
に
拡
幅
⒍
そ
れ
よ
り
東
⒍
南
北
道

路
ま
で
六
米
道
路
新
設 

十
四 

イ 
山
崎
文
幸
氏
宅
前
よ
り
東
⒍
小
池
隆
氏
宅
裏
ま
で
四
米(

側
溝
含

む)
に
拡
幅 

 
 

 

ロ 

旧
飛
行
場
内
東
西
道
路(

六
尺)

全
線
両
側
側
溝
付
き
四
米
道
路
に

拡
幅 

         



 

十
五 

長
野
大
橋 

 
昭
和
四
十
年
Ⓨ
四
十
二
年
に
か
け
て
松
代
群
発
地
震
が
発
生
し
た
為
⒍
長
野
市 

の
幹
線
交
通
路
で
老
朽
化
し
た
丹
波
島
橋
の
危
険
性
回
避
と
⒍
交
通
渋
滞
の
解 

消
を
図
る
べ
く
⒍
昭
和
四
十
四
年
に
長
野
大
橋
が
新
設
さ
れ
た
⒎ 

 
 

 
 

規 

模 

 

延
長 

 

五
○
○
・
三
米 

 

幅
員 

 

二
二
米 

 

総
工
費 

十
五
億
四
千
万
円 

 
 

 
 

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
⒲
ト 

 
 

 
 

 

中
央
分
離
帯
あ
り
⒍
往
復
四
車
線 

     



 

十
六 

農
産
物 

 
畑 
地 

 

明
治
二
十
年
頃
よ
り
養
蚕
業
が
盛
ん
と
な
り
⒍
春
・
秋
蚕
を
通
じ
二
百
貫
以
上 

の
出
荷
者
多
く
⒍
一
大
養
蚕
地
で
あ
⒡
た
⒎ 

然
し
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
世
界
的
な
経
済
の
大
恐
慌
に
は
い
り
⒍
輸 

出
生
糸
が
大
暴
落
し
⒍
以
後
養
蚕
業
は
順
次
衰
退
し
た
が
昭
和
の
中
期
ま
で
続 

い
た
⒎ 

大
正
初
期
⒍
当
区
の
果
樹
栽
培
の
先
覚
者
北
村
熊
次
郎
氏
は
⒍
当
時
葡
萄
栽
培 

を
実
施
し
て
い
た
が
⒍
往
生
地
・
長
沼
地
区
の
り
ん
ご
栽
培
に
着
目
し
こ
れ
の 

普
及
に
努
め
た
⒎
養
蚕
農
家
は
逐
次
り
ん
ご
に
切
り
替
え
て
栽
培
に
努
め
⒍
昭 

和
五
十
三
年
に
は
⒍
東
京
の
市
場
へ
の
出
荷
数
も
十
八
Ｋ
木
箱
一
万
箱
を
突
破 

す
る
程
の
出
荷
量
と
な
り
⒍
盛
大
に
記
念
行
事
も
行
な
わ
れ
た
⒎ 

又
⒍
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
伴
い
⒍
主
力
品
種
も
紅
玉
・
国
光
等
か
ら
⒓
ふ
じ
⒔ 

そ
の
他
の
品
種
に
更
新
さ
れ
た
が
⒍
昭
和
の
終
り
頃
か
ら
腐
乱
病
が
蔓
延
し
⒍ 

  



 

止
む
を
得
ず
栽
培
者
は
り
ん
ご
か
ら
桃
の
栽
培
に
切
り
替
え
た
⒎ 

地
区
の
市
街
地
化
に
伴
い
出
荷
量
も
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
が
⒍
市
場
で
は 

○川
の
桃
専
用
の
置
き
場
を
設
置
す
る
な
ど
⒍
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
有
利
に
販
売 

さ
れ
今
日
に
至
⒡
て
い
る
⒎ 

  

水 

田 

戦
後
食
生
活
が
変
り
⒍
米
作
り
も
作
付
け
制
限
が
さ
れ
る
な
ど
米
の
出
荷
者
が 

減
少
し
⒍
田
植
え
時
期
の
賑
や
か
な
蛙
の
合
唱
も
殆
ど
聞
こ
え
ぬ
様
に
な
⒡
た
⒎ 

従
来
裏
作
と
し
て
大
麦
・
小
麦
が
主
流
で
あ
⒡
た
が
⒍
篤
農
家
の
山
崎
孟
夫
氏 

に
よ
り
⒍
換
金
作
物
と
し
て
玉
葱
の
多
収
穫
・
高
値
販
売
が
成
功
し
た
⒎ 

当
時
農
作
物
栽
培
研
究
グ
ル
⒲
プ
⒓
農
業
改
良
ク
ラ
ブ
⒔
の
諸
氏
に
よ
る
応
援 

も
あ
り
⒍
吊
る
し
玉
貯
蔵
・
芽
止
め
薬
⒓
Ｍ
Ｈ
３
０
⒔
の
散
布
で
⒍
端
境
期
に 

出
荷
調
整
し
有
利
販
売
す
る
事
が
で
き
た
⒎
区
内
全
農
家
加
入
の
玉
葱
出
荷
組 

合
が
発
足
し
長
野
市
の
一
大
産
地
と
な
⒡
た
⒎ 

し
か
し
現
在
は
生
産
者
も
高
齢
化
し
組
合
員
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
⒎ 

 



 

川
合
新
田
共
同
出
荷
所 

昭
和
三
十
七
年
七
月
公
民
館
東
側
に
建
設 

 
 

 
 

 
 

玉
葱
・
り
ん
ご
共
同
出
荷
所
と
し
て
発
足 

 
 

 
 

 
 

建
設
費 

 
 

 

四
七
九
万
円 

 
 

 
 

 
 

建
設
委
員
長 
 

北
村
千
代
重
氏 

 
 

 
 

 
 

平
成
九
年
三
月 

川
合
新
田
区
に
移
譲 

   

慶
長
年
間
か
ら
の
先
人
の
汗
と
涙
で
築
か
れ
た
こ
の
優
良
耕
地
も
⒍
大
長
野
市 

の
発
展
と
と
も
に
⒍
川
合
新
田
字
法
京
道
地
籍
か
ら
順
次
宅
地
化
さ
れ
⒍
長
野 

赤
十
字
病
院
⒍
長
野
市
保
健
所
⒍
川
合
団
地
⒍
長
野
ア
⒲
ク
ス
⒍
各
種
大
企
業 

や
工
場
等
数
多
く
建
設
さ
れ
て
き
た
⒎
長
野
大
橋
完
成
後
⒍
国
道
十
八
号
線
よ 

り
西
地
区
は
住
居
表
示
も
若
里
○
丁
目
と
変
更
に
な
⒡
た
⒎ 

 



 

明治 8 年に耕地を小字に分類 



  

編
集
後
記 

 

善
光
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
長
野
市
⒍
と
り
わ
け
川
合
新
田
を
含
む
芹
田 

地
区
は
⒍
二
十
世
紀
後
半
か
ら
急
速
に
地
域
開
発
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
⒎ 

長
野
大
橋
の
完
成
後
は
⒍
県
都
の
玄
関
口
と
し
て
⒍
又
長
野
オ
リ
ン
ピ
⒫
ク
や
県
・ 

市
の
主
要
施
設
を
擁
し
⒍
地
域
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
⒎ 

わ
が
ま
ち
川
合
新
田
は
⒍
開
村
以
来
四
百
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
⒎ 

荒
地
の
開
墾
⒍
大
河
の
水
を
制
し
て
き
た
先
人
の
偉
業
に
思
い
を
馳
せ
る
時
⒍
そ
の

足
跡
を
後
世
の
人
に
残
せ
た
ら
と
の
使
命
感
を
抱
き
⒍
長
生
会
発
足
五
十
周
年
の
記

念
と
し
て
当
冊
子
の
発
刊
を
企
画
し
ま
し
た
⒎ 

限
り
あ
る
人
の
記
憶
と
文
献
を
参
考
に
⒍
主
な
事
柄
に
つ
い
て
纏
め
て
み
ま
し
た
⒎ 

こ
の
地
に
生
き
る
人
々
が
村
の
ル
⒲
ツ
と
し
て
知
り
⒍
世
代
を
超
え
て
語
り
継
い

で
い
く
発
端
に
な
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
⒎ 

そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
更
な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
⒎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月 
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新
田
川
合
村
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下
水
内
郡
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信
濃
毎
日
新
聞
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芹
田
小
学
校 

学
校
の
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪 

 

宮
島
甚
一
郎
署 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

善
光
寺
平
用
水
土
地
改
良
区
の
概
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
野
空
襲
を
語
り
継
ぐ
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



           

平
成
二
十
五
年
三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

編 

集 

委 
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村 

芳 
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内 
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北 

村 

晏 
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